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研究成果の概要（和文）： 
統合失調症の幻聴の神経基盤を解明するために、幻聴や聴覚-視覚情報の統合に関連した神経活

動を、神経生理学的手法を用いて多角的に検討した。その結果、幻聴の神経基盤に、聴覚、視覚

、および聴覚-視覚統合時のγ帯域の神経同期活動の異常が関与していることを明らかにした。

この結果は、今後の統合失調症の診断、治療ならびに病態解明に寄与するものと考えられる。	
 

	
 
研究成果の概要（英文）： 
The aim of this study was to investigate the neural basis of auditory hallucination in schizophrenia. We 
analyzed the neural activities related to auditory hallucinations or the audio-visual integration process 
using new neurophysiological methods. We found that abnormal γ-band neural oscillation activities 
evoked during audio, visual and audio-visual integration were prominently involved in the neural basis 
of auditory hallucinations in schizophrenia. These results may contribute to the development of 
diagnoses, therapies and provide clues to the underlying cause of schizophrenia. 
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１．研究開始当初の背景 
 
	
 統合失調症患者は様々な認知に関連した
障害を併せ持つことが知られており、その中
でも患者の正常な社会認知を妨げる大きな
要因の一つが幻聴である。また統合失調症患
者は、顔貌認知の障害も顕著であることが報
告されており、幻聴と顔貌認知障害は結果的
に患者の社会生活全般を脅かし、患者の予後
をも左右する。これらの認知機能障害の客観
的評価は極めて困難であり見逃すことも多
いため、治療開始時期や長期予後に対しても
多大な影響を及ぼす。実際に多くの難治例の
統合失調症患者に、重度の幻聴と顔貌認知障
害を認めることも知られている。このように、
幻聴と顔貌認知障害の神経基盤を客観的に
評価することは、予後も含めた治療的観点か
らも非常に重要である。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究の目的は、全頭型脳磁図および高密

度脳波計、高解像度3TMRIを用い、幻聴を有す

る統合失調症を対象とし、音（声、click	
 train

音）に対する脳内の聴覚情報処理障害の機能

的-構造的神経学基盤と、幻聴の発生機序との

関連を明らかにすることにある。またさらに

、視覚情報（顔刺激）が声に対する聴覚情報

処理機構に及ぼす影響を明らかにした上で、

統合失調症患者の聴覚-視覚情報の統合機構

がどのように障害されているかを客観的に評

価する。	
 
 
３．研究の方法 
	
 全頭型脳磁図を用い、(1)統合失調症患者
30 名と健常者 20 名を対象に、聴覚刺激（声）
と視覚刺激（顔）を個々もしくは同時に提示
した際の各感覚処理機構の神経活動とその
統合様式の違いを、時間周波数解析を用いて
検索した。さらに、(2)幻聴を有す患者群の
中でも、幻聴の on/off の判別が可能な 6 名
について、幻聴時と非幻聴時での言語音に対
する聴覚情報処理機構の違いを、時間周波数
解析を用いて調べた。また、(3)高密度脳波
計と高解像度 3TMRI を用い、統合失調症患者
24 名と健常者 24 名を対象に、click	
 train
音に対する聴覚野周囲のγ帯域の神経同期
活動と聴覚野の灰白質体積、症状との相関を
調べた。 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
４．研究成果	
 
	
 

本研究は幻聴の神経基盤を解明すべく、最新

の神経生理学的手法を用いて、幻聴や聴覚-

視覚情報処理に関連した神経活動を多角的に

検討した。具体的な結果は、	
 

	
 

(1)健常者に比べ、幻聴を有する統合失調症患

者では、聴覚(声)情報処理の障害に加え、聴

覚と視覚（顔）情報の統合処理に関わるγ帯

域の神経同期活動が著しく障害されているこ

とを見出した（下図）。	
 

	
 
(2)	
 統合失調症では、非幻聴時に比べ、幻聴
時で、言語音に対する聴覚情報処理機構が、
特に左聴覚野において障害されていた。	
 
	
 
(3)左聴覚野周囲の 40Hzγ帯域の神経同期活
動異常が、聴覚野の灰白質体積減少と、幻聴
の重症度に関連していた。	
 

	
 

	
 本研究では、統合失調症の幻聴と顔貌認知

障害の神経基盤に、神経同期活動の異常が関

与していることを示した。	
 これらの結果は、

今後重要な客観的生物学的指標として、統合

失調症の前駆状態を含めた早期の診断や治療

、ならびに本質的な病態解明に寄与するもの

と考えられる。	
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